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A．研究目的
日本のエイズ診療体制は、全国を8つのブロック

に分け、地域ごとに医療体制の整備が進められてい
る。その中で近畿ブロック（2府4県）は、ブロッ
ク拠点病院である大阪医療センターと各府県の中核
拠点病院が連携し、地域医療の向上を担ってきた。
本研究は、近畿ブロックにおける近年のHIV診療
の課題を多角的に明らかにし、診療の質と体制を継
続的に向上させることを目的としている。具体的に
は、患者動向の精緻な調査に加え、拠点病院等連絡
会議の実施、多職種向け研修会の実施、啓発資材の
作製と改訂、および緩和ケア病棟における受入れ実
態の解明に取り組んだ。

B．研究方法
大阪医療センターにおける初診および新規患者数

の推移を継続的に調査し、外国籍患者の背景分析を
行った。疫学的分析として、2007年から2024年に
かけての標準化死亡比（SMR）および悪性腫瘍の
標準化罹患比（SIR）の経時的変化を検討した。ま
た、全国の緩和ケア病棟459施設を対象に、血友病

またはHIV感染症に罹患しているがん末期患者の
受入れに関するインターネット質問調査を実施し
た。教育・啓発面では、研修用資材『あなたに知っ
てほしいこと』を毎年度改訂した。
<倫理面への配慮>

研修・教育に用いた症例呈示では、患者個人が特
定されない等の配慮を行った。患者動向の調査と緩
和ケア病棟の受け入れ困難と予測される要因に関
する検討は倫理審査を受け承認を得た（整理番号：
25034、25041、24200）。

C．研究結果
1．患者動向と外国籍患者の増加

当院の初診患者数は2010年の264例をピークに
減少傾向にあり、2020年以降は年間110例前後で推
移していた（2025年は120例）。2023年から2025年
の3年間、AIDS患者数は平均12例（割合21%）と
緩やかに減少した。特筆すべき点として、外国籍の
初診患者が2017年頃から増加し、2023-2024年には
初診患者全体の22〜23%を占めるに至った。その
背景はベトナム、フィリピン、中国などの東南アジ
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ア・東アジア国籍が中心であり、若年層の労働力と
しての来日者が多いことが推測された。

2．SMRおよび悪性腫瘍のSIRの推移
大阪医療センターにおける全死因の標準化死亡比

は、2007-2011年の4.11から2021-2024年には1.27へ
と大幅に改善した。しかし、40-64歳の中年層では
依然として死亡比が高く、特に悪性腫瘍が主要な
要因となっていた。全悪性腫瘍のSIRは0.86（2021-
2024年）に減少したが、これはエイズ関連悪性腫
瘍の激減によるものであった。一方で、非エイズ関
連のがんのうち、肛門がん（SIR40.63）および口腔・
咽頭がん（SIR3.16）のリスクは依然として高い状
態が持続していた。

3．研修の実施と資材開発
実施した研修会はリモート開催を含む9-12件/

年であった。HIV感染症医師実地研修に関しては、
毎年3-4名の参加があり、HIV感染者・AIDS患者
の診療に関する実施研修を行った。資材では『あ
なたに知ってほしいこと』を臨床現場のニーズと
最新知見に基づき以下の改訂を行った。2023年度

（第18版）はカプシド阻害剤（レナカパビル）の承
認対応、最新のエビデンスに基づくHIVライフサ
イクルの修正、持効性注射剤に関する情報の追加、
2024年度（第19版）は睡眠不足や不規則な食事、
体重管理、食事前の手洗い等の生活習慣・衛生管理
に関する注意喚起を拡充、2025年度（第20版）は
国内の多様な支援団体情報へのアクセスを容易にす
るための情報更新を行なった。

4．緩和ケア病棟受入れ実態調査
285施設（62.1%）から回答があり、調査協力同

意が得られたのは271施設（59.0%）だった。HIV
陽性のがん末期患者の受け入れについて、110施設

（40.6%）が断りたくないと回答している一方、断
りたい31（11.4%）、どちらかというと断りたい33

（12.2%）が見られた。146施設（53.9%）は受け入
れ困難と回答し、受け入れ困難が予測される理由

（複数回答）としては、経験がない110（75.3%）が
最も多く、血液・体液暴露が起こった場合にスタッ
フを守れない57（39.0%）が続いた。受け入れ困難
のうち53施設（36.3%）は何らかの方策・条件があ
れば受け入れ可能と回答し、方策・条件（複数回
答）については、アドバイスをくれる専門家の存在
28（52.8%）が最も多く、エイズ拠点病院との連携

強化18（34.0%）が続いた。血友病（類縁疾患を含む）
については、136施設（50.1%）が断りたくないと
回答している一方、断りたい17（6.3%）、どちらか
というと断りたい14（5.2%）が見られた。121施設

（44.6%）は受け入れ困難と回答し、受け入れ困難が
予測される理由（複数回答）としては、血液凝固の
ための注射薬剤の薬価が高い85（70.2%）が最も多
く、経験がない74（61.2%）が続いた。受け入れ困
難のうち61施設（60.4%）は何らかの方策・条件が
あれば受け入れ可能と回答し、方策・条件（複数回
答）については、定期補充療法の中止39（63.9%）
が最も多く、診療報酬における加算34（55.7%）が
続いた。

D．考察
近畿ブロックのHIV診療は、抗HIV療法の普及

により、生存予後が大幅に改善し「慢性疾患」とし
ての側面が強まっている。しかし、2024年のAIDS
患者数の一時的な増加に象徴されるように、コロナ
禍における行政検査の減少が早期診断の機会を奪っ
た可能性は否定できない。今後は、増加する外国籍
患者への多言語対応（医療通訳の整備）や、高齢化
に伴う中年層以降の非エイズ関連がんスクリーニン
グの強化が極めて重要となる。緩和ケア病棟の調査
から浮き彫りとなった受入れ障壁については、HIV
における「安全管理への心理的不安」と、血友病に
おける「高額薬剤費という経済的負担」という異な
る性質の課題が混在している。これらを解消するた
めには、拠点病院側からの情報提供や研修の継続が

あなたに知ってほしいこと
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必要である。

E．結論
3年間の研究を通じて、近畿ブロックの診療体制

は一定の成果を収めたが、中年層の死亡率改善、特
定のがんリスクへの対応、外国籍患者への支援、お
よび終末期ケアの受入れ体制整備といった新たな課
題が明確となった。今後もこれらの多様化するニー
ズに対応し、地域格差のない包括的な支援体制の構
築を目指すべきである。

F．健康危険情報
なし
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ている抗HIV薬の簡易懸濁法の適否に関わる
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